
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 滋賀県がん診療連携協議会 第３回診療支援部会 

開 催 日 時 令和２年２月14日（金） 18：00～18：45 

開 催 場 所 滋賀医科大学医学部附属病院 第４会議室（病院４階） 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院  谷 眞至（部会長） 

滋賀県立総合病院       川上 賢三（副部会長） 

公立甲賀病院         南部 卓三 

彦根市立病院         來住 優輝 

高島市民病院         武田 佳久 

市立大津市民病院       髙見 史朗 

近江八幡市立総合医療センター 石川 博己 

長浜赤十字病院        塩見 尚礼 

滋賀県看護協会        呉竹 礼子 

滋賀県放射線技師会      吉村 雅寛 

滋賀県歯科衛生士会      山本 伸子 

滋賀県放射線治療連絡協議会  山内 智香子 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 

【オブザーバー】 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 天満 清央 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 岩本 香奈 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院  黒瀬 和美 

滋賀医科大学医学部附属病院  野原 悦子 

（敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

大津赤十字病院        土井 隆一郎（副部会長） 

市立長浜病院         林 嘉彦 

草津総合病院         戸川 剛 

済生会滋賀県病院       重松 忠 

東近江総合医療センター    目片 英治 

滋賀県医師会         重永 博 

滋賀県歯科医師会       山﨑 徹 

滋賀県薬剤師会        小杉 奈緒 

滋賀県病院薬剤師会      寺田 智祐 

【準部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院  醍醐 弥太郎 

（敬称略） 

議 事 概 要 １．報告等 

・新しく部会員となられた方及びオブザーバーの方の紹介があった。 

 ・前回の部会の議事概要について再度確認の依頼があった。 

  

２．議題 

（１）令和元年度の取組について 



 

１）「がん診療連携拠点病院等のがん診療に関する機能分担の評価の検討」、「がん医療の質

の向上に向けたアウトカム評価の検討」 

  各病院に、がん診療に関するトピックスについて照会し、新着情報順、医療圏別・病院別

に取りまとめた一覧表の内容について、確認していただく。 

また、「がん情報しが」の情報を更新することが了承された。 

 

２）治療法一覧について 

 前回の部会の後、再度照会し修正したものを「がん情報しが」に掲載しており、その後

追加の依頼があったものが赤字となっている。各病院で持ち帰り、内容について確認して

いただき、追加修正があれば事務局まで連絡いただく。 

また、「治療法一覧」、「がん診療に関するトピックス」の「がん情報しが」への掲載場所

の確認があった。 

 部会員より、いつの時点の情報かがわからないため、日付を入れるよう提案があり記載

することとなった。 

 

３）各団体の取組について 

  各団体より取組についての報告があった。 

 （滋賀県看護協会） 

  がん患者のアピアランスケアについて、彦根市立病院の乳がん看護認定看護師を講師とし

て研修会を行った。来年度については未定。 

（滋賀県放射線技師会) 

 今年度は、資料に記載のとおり実施した。来年度は、がん診療に関する県民公開講座の

開催はないが、研究会においてがんをテーマにした研修会を行うこととなっている。 

 （滋賀県歯科衛生士会） 

  １月26日に「がん医療」に対する研修会を、在宅の開業医に勤務し、病院と一般開業医で

がん患者への取組について活躍されている歯科衛生士を講師に迎えて行なった。次年度は、

引き続きがん患者への取り組みを広げていく。また、滋賀県歯科医師会の「全国共通がん医

科歯科連携講習会」に協力、参加する。 

（滋賀県放射線治療連絡協議会） 

 年２回の連絡協議会世話人会・研修会を、６月15日と12月14日に行なった。また｢がん診

療｣に関するセミナー・市民公開講座等の開催における共催・後援・告知を行なった。来年

度も、研修会を年２回、６月頃と１月頃に開催予定。また、他についても引き続き行って

いく。 

 

４）ＨＰの拡充 

 部会の数値目標としている「がん情報しが」のアクセス数の伸び率は、今回「がん登録」、

「県の取組」、「がんを知る」の順となっている。 

 また、ここ３年間のアクセス数を取りまとめた一覧では、全体的に伸びているが、「予防

と検診」は落ち込んでいる。 

「予防と検診」のアクセス数が落ち込んでいるのは、内容があまり更新されていない事

が考えられる。県では、対策型のがん検診について、掲載を検討中であり、今後がん検診

の内容を充実していく。 

また、ヒトパピローマウイルスワクチン接種についても、子宮頸がんが増えていること

もあり、今後ホームページへの掲載について、県で検討する。 

 

５）がんゲノム医療についての情報共有 

 がんゲノム医療の情報共有のため、「がん情報しが」のどこに掲載するか、について、（案）

のとおり、「がんを治す」→「診断法・治療法・セカンドオピニオン」→「診断・治療方法

を知る」の中の「がんの治療方法」の後に掲載することで了承された。また不都合等があ



 

れば再度検討する。 

 

６）妊孕性温存についての情報共有 

 妊孕性については、現在「がん情報しが」に掲載されているが、場所が深くわかりにく

いため、見やすいところに変更するよう検討する。 

  

（２）部会の取り組み評価（最終評価）について 

１）アクションプランについて 

 今年度も定期的にホームページを更新し、ほぼ計画どおりに取り組めており、Ａ評価と

することで了承された。また、来年度も引き続き今年度と同じ目標で取り組むこととする。 

  

２）ＰＤＣＡサイクルについて 

 （案）のとおりとすることで、了承され、来年度も「がん情報サイトの閲覧回数」を部

会の目標とする。 

  

（３）その他 

 １）滋賀県より 

  がん患者妊孕性温存治療助成事業として、平成28年度から助成を開始し、これまでの申請

件数等の報告があった。平成28年度と平成30年度にがん指定病院で研修会を行い、これが治

療に結びついた例もあり、今後も患者さんへの情報提供をお願いしたい。しかし、がん患者

妊孕性温存治療について、まだ医療者に浸透していないところもあり、今後研修会を重ねて

行うことで広げていく。 

がんゲノム医療について、厚生労働省の資料に基づき現在の状況の説明があった。11か

所の中核拠点病院の指定期限は３月末までで、現在申請中である。また連携病院は、２月

１日時点で161か所となり増加している。しかし、検査の結果、治療に結びつくのは、10.9%

と少ない。 

 部会長より、過度な期待がないよう、必要かつ適切な情報をホームページにアップして

いくこと、また、記載内容については、来年度の部会で相談していくことの追加説明があ

った。 

 

２）がん患者団体連絡協議会より 

 「滋賀県がん患者調査」への協力について謝辞があった。後日、集計結果を公表する。 

入院患者や高齢者は「がん情報しが」へたどり着くのが困難であり、冊子「滋賀の療養

情報」を渡していただきたい。また、がん種別で検索できるシステムがあれば良いと思う

ので、検討いただきたい。 

妊孕性温存や助成金については、診断と同時に情報が患者に届くことを切望する。 

 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                          令和２年２月27日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

   診療支援部会 部会長 谷 眞至 


